
　
先
月
、「
過
労
死
等
防
止

対
策
白
書
」（
二
〇
一
八
年

度
版
）
が
公
表
さ
れ
た
。
教

職
員
は
引
き
続
き
調
査
・
研

究
の
重
点
対
象
業
種
と
さ
れ

て
い
る
。
教
員
の
公
務
が
災

害
認
定
さ
れ
た
場
合
、
脳
・

心
臓
疾
患
事
案
で
は
長
時
間

勤
務
、
精
神
疾
患
事
案
で
は

保
護
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
含

む
住
民
等
と
の
公
務
上
の
関

係
が
、
原
因
の
断
ト
ツ
の
ト

ッ
プ
で
あ
っ
た
◆
つ
ま
り
長

時
間
勤
務
と
保
護
者
等
と
の

ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
過
労
死
等
の

防
止
に
繋
が
る
と
い
う
わ
け

だ
。
現
在
、
長
時
間
勤
務
の

抑
制
に
つ
い
て
は
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
保

護
者
等
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。
心
身
へ
の

負
担
が
勤
務
時
間
と
い
う
明

白
な
数
値
に
表
せ
な
い
た
め

か
議
論
は
低
調
で
あ
る
◆
こ

の
様
な
勤
務
環
境
が
明
ら
か

に
な
る
の
と
比
例
し
て
教
員

採
用
試
験
の
志
願
倍
率
は
下

が
り
続
け
て
い
る
。
人
材
確

保
法
に
お
け
る
優
遇
部
分
が

ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
現
在
、
当
然
の
こ
と
な

の
か
も
し
れ
な
い
◆
厚
労
省

は
平
成
二
十
七
年
か
ら
「
安

全
衛
生
優
良
企
業
（
所
謂
「
ホ

ワ
イ
ト
企
業
」
）
公
表
制
度
」

を
運
用
し
て
い
る
。
労
働
安

全
衛
生
に
幅
広
い
分
野
で
積

極
的
な
取
組
を
し
て
い
る
企

業
が
認
定
さ
れ
、
学
生
が
就

職
す
る
際
の
重
要
な
観
点
だ

と
聞
く
。
な
ら
ば
「
ホ
ワ
イ

ト
教
育
委
員
会
」
を
認
定
す

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。 

（
郡
）

 （１） 平成３０年１１月１０日 全日教連教育新聞 第５８３号
昭和４２年 月１０日
第三種郵便物認可

１

■第８次中央要請行動 ………… ２・３面

■単位団体の動きあれこれ …………３面

■部長副部長会議・楽しい学校アラカルト … ４面

に
計
上
さ
れ
た
副
校
長
・
教

頭
サ
ポ
ー
ト
を
含
め
た
ス
ク

ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
拡
充
も
求
め
た
。

　
⑥
・
⑦
で
は
、
時
間
管
理

の
み
に
目
を
向
け
る
こ
と
な

く
、
業
務
改
善
を
同
時
に
推

進
し
な
け
れ
ば
、
現
場
の
負

担
解
消
に
は
つ
な
が
ら
な
い

こ
と
を
訴
え
た
。

　
⑧
で
は
、
教
員
採
用
試
験

の
倍
率
が
低
く
な
っ
て
き
て

い
る
実
態
や
現
場
の
教
員
の

勤
務
の
様
子
等
を
伝
え
、
義

務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
の

増
額
等
を
求
め
た
。

　
⑨
・
⑩
で
は
、
教
育
環
境

整
備
に
地
域
差
が
あ
る
こ
と

を
伝
え
、
義
務
教
育
費
の
全

額
国
庫
負
担
を
求
め
た
。

　
国
会
議
員
の
方
々
か
ら

は
、「
教
材
費
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
費
が
地
方
財
政
措
置

さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
整
備
状
況
に
こ
ん
な
に

大
き
な
地
域
差
が
あ
る
こ
と

に
驚
い
た
」「
教
育
の
質
の

向
上
に
は
や
は
り
定
数
改
善

が
必
要
だ
と
感
じ
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、「
小
規
模
校
に
お
い

て
学
力
を
保
障
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
現
場
の
声
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
」「
勤
務

の
上
限
を
設
定
す
る
場
合
、

削
減
可
能
な
業
務
は
何
か
」

と
い
っ
た
、
よ
り
踏
み
込
ん

だ
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、実
態
を
伝
え
た
。

　
一
時
間
半
と
い
う
時
間
を

最
大
限
に
活
用
し
、
教
育
の

質
の
向
上
に
資
す
る
施
策
実

現
に
向
け
、
現
場
の
声
や
思

い
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
実
り
あ
る
教
育

懇
談
会
と
な
っ
た
。
全
日
教

連
は
、引
き
続
き
、こ
の
よ
う

な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

を
盛
り
込
ん
だ
『
勤
務
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
制
定
を
！
」

 全
日
教
連
提
言
⑦

「
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
導
入
に
お
い
て
は
、
制

度
を
利
用
す
る
現
場
の
教
員

の
不
安
解
消
を
！
」

 全
日
教
連
提
言
⑧

「
人
材
確
保
法
の
初
心
に
立

ち
返
り
、
優
遇
部
分
の
拡
充

を
！
」

 全
日
教
連
提
言
⑨

「S
o
c
ie
t
y
5
.0

 
 
 
  
 
 
 
  
社

会

の

実
現
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
を
！
」

 全
日
教
連
提
言
⑩

「
質
の
高
い
学
習
の
た
め
の

教
育
環
境
整
備
を
！
」

　
提
言
①
か
ら
④
で
は
、
教

育
の
質
の
向
上
そ
し
て
、
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
推

進
に
資
す
る
教
職
員
の
増
員

を
求
め
た
。

　
⑤
で
は
、
部
活
動
指
導
員

だ
け
で
は
な
く
、
二
〇
一
九

年
度
文
部
科
学
省
概
算
要
求

 全
日
教
連
提
言
②

「
主
幹
教
諭
や
事
務
長
の
配

置
促
進
の
た
め
の
予
算
確
保

を
！
」

 全
日
教
連
提
言
③

「
中
学
校
三
年
生
ま
で
の
一

学
級
の
編
成
基
準
を
三
十
人

に
！
」

 全
日
教
連
提
言
④

「
特
別
支
援
学
級
の
一
学
級

の
編
成
基
準
を
六
人
に
！
」

 全
日
教
連
提
言
⑤

「
部
活
動
指
導
員
等
『
チ
ー

ム
学
校
』
の
実
現
に
必
要
な

学
校
の
体
制
整
備
を
！
」

 全
日
教
連
提
言
⑥

「
勤
務
時
間
の
上
限
（
文
科

省
案
・
月
四
十
五
時
間
程
度
）

し
た
。

　
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
郡

司
隆
文
全
日
教
連
委
員
長

は
、「
高
度
情
報
化
や
グ
ロ

ー
バ
ル
化
の
中
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
学
校
現
場
に
お
い
て

も
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ

る
道
徳
科
の
実
施
や
英
語
教

育
の
推
進
、
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
視
点
か
ら

の
授
業
改
善
等
、
新
た
な
教

育
施
策
が
次
々
と
示
さ
れ
て

い
る
。

　
一
方
、
教
職
員
の
勤
務
の

多
忙
は
看
過
で
き
な
い
状
況

で
あ
り
、
持
続
可
能
な
学
校

指
導
体
制
構
築
の
た
め
の
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、

国
会
議
員
の
皆
様
と
し
っ
か

り
と
懇
談
し
た
い
」
と
述
べ

た
。
　
教
育
懇
談
会
で
は
、
以
下

の
全
日
教
連
が
強
く
実
現
を

求
め
る
「
教
育
施
策
十
の
提

言
」
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。
 全
日
教
連
提
言
①

「
質
の
高
い
授
業
の
た
め

に
、
基
礎
定
数
の
改
善
及

び
、
加

配

定

数

の

拡

充

を
！
」

と
め
）
」
を
受
け
、
全
日
教

連
が
必
要
と
考
え
る
教
育
施

策
を
伝
え
る
場
と
し
て
開
催

党
教
育
再
生
実
行
本
部
第
十

次
提
言
「
次
世
代
の
学
校
指

導
体
制
実
現
部
会
（
中
間
ま

　
本
教
育
懇
談
会
は
、
文
部

科
学
省
二
〇
一
九
年
度
予
算

概
算
要
求
及
び
、
自
由
民
主
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文教予算の充実等を要望

財
務
省
へ
要
望
の
様
子

開
会
行
事
の
様
子

第
七
次
中
央
要
請
行
動

全日教連「教育施策　十の提言」を傾聴する国会議員

教育懇談会で現場の実態を伝える様子

 来年度はもう始まっている
（専門部活動方針・要望内容の検討） 全日

教
連
専
門
部
　
部
長
・
副
部
長
会
議

　
十
月
十
五
日
、
全
日
教
連
本
部
役
員
及
び
、
単
位
団
体
専
従
の
総
勢
十
七
名
が
、

自
由
民
主
党
本
部
を
訪
れ
、
教
育
懇
談
会
（
第
七
次
中
央
要
請
行
動
）
を
実
施
し
た
。

１０/１４

（
会
議
の
詳
細
は
四
面
）

　
十
月
十
五
日
、
全
日
教
連
は
、
財
務
省
・
総
務
省
・

厚
生
労
働
省
に
対
し
、
二
〇
一
九
年
度
の
文
教
予
算
の

充
実
等
を
求
め
る
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

 

（
要
望
内
容
及
び
結
果
は
二
面
）


